
 

高校ベンチャー留学２００７～第２期生～ 

 

東京の社長に会いに行こう！この４日間の出会いがあなたの人生を変える！ 

 

★期  間    平成１９年８月６日（月）～８月９日（木）の４日間） 

 ★参  加  今治市の高校生 ６名 

  ★内  容  ８月６日（月） 

ふるさと企業 社長訪問① 

ふるさと企業 社長訪問② 

 

８月７日（火）～８月９日（木） 

        東京ベンチャー留学２００７ ＥＴＩＣプログラム 

 

プログラム 

 

タイムスケジュール 

２００７年８月６日（月） 高校ベンチャー留学 １日目（東京） 

時間 内容 

＜ふるさと企業

社長訪問①＞  

１３：００～ 

株式会社 パイプドビッツ 

代表取締役社長 佐谷 宣昭 氏 

  

    

    

  

 

  



    

＜ふるさと企業

社長訪問②＞  

１５：３０～ 

サイボウズ株式会社 

代表取締役社長 青野 慶久 氏 

  

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

東京ベンチャー留学 第２０期 プログラム 

 

日本全国から熱い想いを持った若者が東京に集まる「東京ベンチャー留学」。 

地元に戻り、起業した人 学生団体を立ち上げた人、地域を元気にする活動を始めた人それぞれのフ

ィールドで、今も挑戦を続けています。 

「東京ベンチャー留学」には、人生を変えるような出会いや大きくはばたくためのチャンスがたくさん

あります。 

だけど、チャンスは、ただそこにあるだけです。 

受身で過ごすだけの３日間なら、あっという間に過ぎ去って “いい思い出” で終わってしまいます。 

どんな３日間にするかは、あなた次第です。 



２００７年８月７日（火） 高校ベンチャー留学 ２日目（東京：国立オリンピック記念青少年センター） 

時間 内容 

０９：００～ 

１０：００ 

●オリエンテーション 
 挨拶 宮城治男 
（NPO 法人 ETIC. 代表理事） 

  

１０：００～ 

１１：３０ 

●ゼミナール紹介 

 今回のプログラムに登場する企業や

経営者の紹介 

  

１２：３０～ 

１４：００ 

●目標設定ワークショップ   

１４：００～ 
１６：００ 

●インターンシップガイダンス（ベン
チャー的働き方セミナー） 

  

ゼミナールＡ 

１７：３０～ 

２０：００ 

①（株）オークセール 

 代表取締役社長 福島 誠司 氏 

②（株）ガイアックス 

 執行役員 上田 浩司 氏 

  

２００７年８月８日（水） 高校ベンチャー留学 ３日目（東京：国立オリンピック記念青少年センター） 

時間 内容 

ゼミナールＢ 

０９：３０～ 

１１：３０ 

①（株）グレースコーポレーション 

 取締役 石井 良幸 氏 

 

②（株）ブックオフアドバンス 

 代表取締役 有園 桂 氏 

 

③（株）エヌシーネットワーク 

 代表取締役社長 内原 康雄 氏 

  

  

１３：３０～ 

１５：３０ 

●起業家精神講座 ～夢しか実現しない～ 

 （株）アントレプレナーセンター 

 代表取締役社長 福島 正伸 氏 

 

１７：３０～ 

１９：３０ 

①（株）ﾃﾞｼﾞｻｰﾁ・ｱﾝﾄﾞ・ｱﾄﾞﾊﾞﾀｲｼﾞﾝｸﾞ 

 代表取締役 黒越 誠治 氏 

 

②（株）ドリームフィールズ 

 代表取締役 関口 哲史 氏 

 

③（株）ピーエイ 

 代表取締役社長 加藤 博敏 氏 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



２００７年８月９日（木） 高校ベンチャー留学 ４日目（東京：ふくい南青山２９１） 

時間 内容 

ゼミナールＤ 

０９：００～ 

１１：００ 

①（株）オウケイウェイブ 

 代表取締役社長 兼元 謙任 氏 

 

②（株）ジャパンエリアマネジメント 

 代表取締役 西本 千尋 氏 

 

③ＮＰＯ法人Ｇ－net 

 代表理事 秋元 祥治 氏 

  

  

１３：００～ 

１６：３０ 

●フィードバックミーティング（個人

面談） 

 

  

１６：３０～ 

１８：３０ 

●プレゼンテーションタイム   

 

 

 

 

    

    

    

高校ベンチャー留学に参加して、東京の社長さんと出会ってどう感じましたか？ 

 

  駆け抜けていくような４日間でした。逐次書き残したメモを目で追っていき
ながら振り返ると、そんな４日間の中に実は沢山のものを得ていたことに驚かさ
れます。この４日間、私たちは学校生活という限られた社会から飛び出し、時代
の最先端東京に身を置きました。いずれ地に足を着けたいと思っているその地に、
今回先走って足を踏み入れたことは、本当に有意義なものでした。しかしながら、
いったいその地で何を得たのか、いい言葉が見つかりません。－それほど、私に
とって深く広いものーこの心中に秘めた思いをどう表現するかは、今後の私のア
クションに懸かっているようです。来春、私は高校を卒業し、新しい旅に出ます。
そう“高校ベンチャー留学で何を得たか”、自分なりの答えを自分なりに導いてゆ
く旅に。 

 この企画をサポートして下さった方々、みなさんのおかげで私たちはこの素
晴らしい体験ができたことは決して忘れません。本当にお世話になりました。そ
して、共に学んだ５人の同志たち、みんながいてすごく心強かった。ありがとう。 

 最後に、この企画に関わった全ての方々へ、心から感謝を込めて、お礼を申
し上げます。ありがとうございました。 

今治西高等学校３年生 

越智 祐弥 くん 



 正直、東京への興味が先行しての「高校ベンチャー留学」への参加でした。し
かし、この４日間でたくさんの社長さんに会って、自分の中で何かが変わってき
たような気がします。 

どの社長さんも、“何事も一生懸命になる”ということはいっしょなんだなぁと
思いました。そして、夢を語る人ってすごく大きく感じられました。正直、今ま
での僕は、夢について話すのがとても恥ずかしかったのですが、これからは本当
の夢を見つけ、追い続けようと思います。 

社長さんが教えてくれた、「今やれることを全力で！」という言葉を胸に。 
この４日間、有意義でした。ありがとうございました。 

今治東中等教育学校５年生 

山本 隆寛 くん 

 
高校ベンチャー留学が始まる前と後で、とても成長したと思います。 
たくさんの社長さんの話を聞くことができ、それぞれの人からたくさんの大切

なキーワードをもらいました。「コミュニケーションの大切さ」、「ゴールイメージ
を持つことの大切さ」などなど、学校の勉強にはない、生きていくうえでの大切
なことをたくさん学ぶことができました。 

また、自分たちとは少ししか年が違う全国から集まった大学生の人たちと交流
できたことは、すごく有意義でした。このことによって自分自身の将来の事を深
く考えるようになることができました。 

この４日間、とても貴重な経験ができて感謝しております。 
明徳高校矢田分校１年生 

德丸 啓介 くん 

 
私にとってこの夏一番の思い出が高校ベンチャー留学です。 
４日間いろんな人と出会って話しました。最初は緊張して頭の中が真っ白にな

り大変でした。でも緊張がなくなっていくと話すことがとても楽しくなりました。
社長さんや大学生など私より年上の方々から学んだことは絶対忘れられないもの
ばかりです。 

毎日を楽しくなんとなく生きようっていうのは東京に行く前の私。でも今は毎
日を意味のあるものにして目標を持って過ごそうと思ってます。 

そう過ごさないともったいない!「夢」に向かって今日も一日を過ごしていきま
す。 

明徳高校矢田分校１年生 

渡部 佐和子 さん 

 私は高校ベンチャー留学に参加して、本当によかったと思いました。 
たった４日間。だけど決して忘れることのできない中身の濃い４日間となりま

した。参加した時、私は夢も目標もありませんでした。しかし大学生の方たちは、
様々な夢や目標を持っていました。すごいと思うと同時に沢山の刺激をもらいま
した。そして、私も小さな目標ですがこの高校ベンチャーに参加して見つけるこ
とができました。起業家の方たちや大学生の方たちとの交流で得たもの、学んだ
ことは私にとって一生の財産です。 

沢山のお話の中で最も心に残っている言葉があります。それは『夢を見つける
ためにはまず行動をおこす。』という言葉です。夢や目標がない私には行動力がな
いんだということに気付かされました。 

こんなふうに参加しなかったら得られなかったことが沢山あったと思います。
また、人脈を広げることが大切だということを教わり、これからも大学生の方た
ちと交流していきたいと感じました。この経験を今後の生活につなげていけたら
いいなと思います。 

明徳高校矢田分校１年生 

青野  梓 さん 

 社長さんの話は、すぐに理解できないし、そのあと半分も理解できなかったと
思うけれど、話を聞いていてすごくわくわくしました！！すごく楽しかったです。 

はじめは、大学生の人と話すのが怖かったけれど、だんだん自分から話してい
くことができました。 

最終日に、同じ班の大学生の人に「初めて話したときと変わったね！」 と言わ
れて、とても嬉しかったです！ 

社長さんたちの話の中には必ず、「積極的に行動する」という言葉がでてきまし
た。考えることも大切ですが、まず自分がいなければならないことを頑張ってク
リアしていこうと思います！！ 

積極的に行動していきたいと思います！！ 

今治東中等教育学校４年生 

阿部 未来 さん 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成１９年８月２５日 Venture Shop（ﾍﾞﾝﾁｬｰ・ｼｮｯﾌﾟ）出展 

今治地域地場産業振興センター主催の「バリバリものづくりおもしろ

フェスタ２００７」において、高校ベンチャー留学の１期生と２期生の

８名が「Venture Shop（ﾍﾞﾝﾁｬｰ・ｼｮｯﾌﾟ） 」を出展し、実際のビジネス

を体験しました。また、イベントの運営スタッフとしても活躍しまし

た。 

  

 

 

平成１９年１０月２６日 「高校ベンチャー留学２００７」 報告会 

 今治地域地場産業振興センター主催の「第８回バリバリやりまっせクラブ（異業種交流会）」にお

いて、「高校ベンチャー留学２００７」の報告会をおこないました。“ふるさと企業訪問”の報告ＤＶ

Ｄを見てもらい、“高校ベンチャー留学２００７新聞（Venture新聞）”を作成し、この夏、東京でた

くさんの社長さんと出会い、そこで得た貴重な体験や感想、そして今後の目標を発表しました。 

 なんと報告会当日は、ふるさと企業訪問をさせていただいた、サイボウズ株式会社 代表取締役社

長 青野慶久さんも出席してもらっており、高校生にとっては緊張の中での発表でありましたが、あ

こがれの青野社長さんと再会でき、夏の感動がよみがえった一日となりました。 

青野社長さんから、「みんなはたくさんの人に支えられて、今日の日があるんだよ」と教えられま

した。 

   

   

 



『
高
校
ベ
ン
チ
ャ
ー
留
学
２
０
０
７
』
新
聞

2007.8.6 『ふるさと企業訪問 ～株式会社パイプドビッツ～』

代表取締役社長 佐谷 宣昭 さん
（今治市河南町出身）

初
め
て
の
名
刺
交
換

今
度
、
少
し
は
成
長
し
た
私
た
ち
に

会
っ
て
く
だ
さ
い
。

東
京
に
到
着
し
た
私
た
ち
の
初
仕
事

夢
に
つ
い
て

私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
最
初
の
社
長
訪
問
で
し
た
。

「ど
ん
な
話
を
し
よ
う
か
？
」「ど
ん
な
質
問
を
し
よ

う
か
？
」
「順
番
は
、
こ
の
順
番
で
ね
。
」会
社
ま
で
の

道
中
、
み
ん
な
で
色
々
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た

が
、
い
ざ
本
番
、
緊
張
の
あ
ま
り
ど
う
い
う
感
じ
で
進

ん
で
い
く
の
か
わ
か
ら
な
い
私
た
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
パ
イ
プ
ド
ビ
ッ
ツ
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も

親
切
で
、
社
員
の
方
が
司
会
を
し
て
く
れ
た
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
考
え
て
い
て
く
れ
て
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
考
え
て
き
た
質
問
を
佐
谷
さ
ん
へ
ぶ
つ

け
て
、
そ
れ
を
佐
谷
さ
ん
は
、
一
つ
一
つ
真
剣
に
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
達
の
夢
に
つ
い
て
の
直
筆
の
コ

メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ

の
後
、
社
内
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
み
ん
な
で
写
真
も
撮
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

（山
本
）

☆
わ
た
し
の
夢
（片
上
あ
か
ね
）
☆

私
に
は
ま
だ
「こ
れ
に
な
り
た
い
！
」
と
い
う
夢

が
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
外
国
と
関
わ
れ
る
仕

事
を
し
て
み
た
い
で
す
。
そ
れ
は
、
中
２
の
時
に
ア

メ
リ
カ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
、
も
っ
と
外
国
と
関

わ
り
た
い
思
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

★
佐
谷
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
★

大
学
生
の
時
に
何
度
も
海
外
に
行
き
ま
し
た
。

今
で
も
友
達
付
き
合
い
し
て
い
る
人
も
多
い
で
す
。

彼
ら
が
何
故
私
と
会
話
し
て
く
れ
た
か
と
い
う
と
、

生
ま
れ
て
初
め
て
の
名
刺
交
換
で
し
た
。

名
前
を
言
っ
て
名
刺
を
渡
す
と
い
う
簡
単

な
こ
と
な
の
に
、
緊
張
し
て
自
分
の
名
前
を

噛
ん
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
名
刺
を
逆
向

き
で
出
し
て
し
ま
っ
た
り
・・
・

い
ろ
い
ろ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
て
、
頭
の

中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
佐
谷
さ
ん
は
ま
だ
名
刺
交
換
に
慣

れ
て
い
な
い
私
達
に
、
笑
顔
で
接
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

多
く
の
企
業
の
社
長
さ
ん
の
話
を
直
接
聞

く
こ
と
の
で
き
た
４
日
間
。
私
達
高
校
生
に

と
っ
て
は
、
難
し
い
話
も
あ
り
聞
く
だ
け
で
精

一
杯
で
し
た
。

佐
谷
社
長
さ
ん
へ
の
質
問
で
は
、
数
日
前
か

ら
考
え
て
い
た
た
め
沢
山
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

佐
谷
さ
ん
は
、
丁
寧
に
真
剣
に
答
え
て
く
れ

て
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
心
に
響
き
ま
し
た
。

特
に
、
私
達
は
高
校
生
な
の
で
、
佐
谷
さ
ん

が
高
校
生
の
時
の
話
は
と
て
も
貴
重
な
も
の

で
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
夢
に
つ
い
て
も
大
切
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
社
長
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
質
問
を
す

る
と
同
じ
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
、
こ
の
よ
う
な
機
会
で
出
会
え
る

時
は
、
佐
谷
社
長
さ
ん
に
自
分
達
の
成
長
を

見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
德
丸
）

人
生
初
め
て

の
名
刺
交
換
は

私
達
に
と
っ
て

と
て
も
い
い
思

い
出
と
な
り
ま

し
た
。

一
生
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。（渡

部
）

こ
の
４
日
間
、
私
達
は
自
分
自
身
の
『夢
』
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

夢
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
社
長
さ
ん
の
話
は
印
象
強
い
も
の
が
あ
る
。

『夢
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
ま
ず
行
動
を
お
こ
す
。
』

『ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
』

こ
れ
か
ら
、
社
会
に
出
る
私
達
は
自
分
自
身
の
夢
、
将
来
に
つ
い
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
４
日
間
で
得
た
さ

ま
ざ
ま
な
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
進
ん
で
行
く
こ
と
が
、
私

達
高
校
生
に
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（德
丸
）

わ
た
し
達
の
『夢
』に
、
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
れ
た

直
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ☆

わ
た
し
の
夢
（阿
部
未
来
）☆

ま
だ
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
な
い
で
す
。
け
れ

ど
、
会
社
の
経
営
と
福
祉
に
関
す
る
仕
事
に
興

味
が
あ
り
ま
す
。

★
佐
谷
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
★

経
営
の
基
本
「い
く
ら
の
商
品
を
い
く
つ
売
る

か
」で
す
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
売
る
こ
と
が
社

会
貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
で
す
。

将
来
の
夢
は
決
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、
今
や
る
べ

き
事
は
決
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
一
生

懸
命
や
る
事
が
素
敵
な
将
来
へ
の
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。

２
０
０
７
．
８
／
６
～
８
／
９

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

（１）

株式会社 パイプドビッツ

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

そ
れ
は
私
が
研
究
結
果
や
作
品
を
手
に
し
て
渡
航
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

何
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
成
果
を
手
に
海
外
と
関
わ
る
仕
事

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第２期生



代表取締役社長 青野 慶久 さん
（今治市玉川町出身）

サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

こ
れ
は
最
後
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。

私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
の
は
、
青
野
社
長
さ
ん

が
く
れ
た
物
で
す
。

中
に
は
「サ
イ
ボ
ウ
ズ
」
と
文
字
が
入
っ
た
野

球
ボ
ー
ル
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
で
使
わ
れ
て
い
る
、

公
式
球
だ
そ
う
で
す
。

み
ん
な
が
ピ
ー
ス
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
番
初

め
に
ピ
ー
ス
を
し
た
の
は
実
は
青
野
社
長
さ
ん

で
し
た
。

（
山
本
）

青
野
社
長
は
今
治
西

高
校
出
身
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
お
土
産
に
は
、

近
年
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ

か
ら
変
更
さ
れ
て
、

現
在
の
夏
用
制
服
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
そ
れ
か
ら

今
年
は
、
三
期
連
続
の

こ
の
写
真
は
サ
イ
ボ
ウ
ズ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。

と
て
も
筋
肉
ム
キ
ム
キ
で
強
そ
う
に
見
え
ま
す
。

こ
の
写
真
の
他
に
も
等
身
大
ぐ
ら
い
の
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

サ
イ
ボ
ウ
ズ
の
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
は
ド
ラ
マ
な
ど

の
撮
影
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
サ
イ
ン
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
室
な
ど
は
「
松
山
・
札
幌
・
東
京
・

沖
縄
」
な
ど
と
い
っ
た
県
名
、
都
市
名
な
ど
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
会
議
室
は
、
付
け
ら
れ
た
県
名
、

都
市
名
の
特
徴
を
と
ら
え
た
部
屋
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

「松
山
」
と
付
け
ら
れ
た
部
屋
は
、
み
か
ん
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
ソ
フ
ァ
ー
が
置
か

ボ
ウ
ズ
マ
～
～
ン
！

一
、
一
芸
に
秀
で
る

二
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

三
、
誠
実

四
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

五
、
人
か
ら
学
ぶ

１
社
目
で
緊
張
の
ほ
ぐ
れ
た
私
た
ち
。

今
度
は
、
座
談
会
形
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

お
相
手
は
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
の
青
野
社
長
さ
ん
で
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
！

甲
子
園
出
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
応
援
タ
オ
ル

と
メ
ガ
ホ
ン
、
そ
し
て
、
地
元
名
産
の
タ
オ
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

青
野
社
長
は
特
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
気
に
入
っ
た

よ
う
で
、
「こ
れ
を
着
て
出
勤
し
よ
う
か
。
（笑
）」

と
も
。

予
想
以
上
の
反
応
に
私
た
ち
の
喜
び
も
ま
た

一
際
大
き
な
も
の
に
！

（越
智
）

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
部
屋
が

造
ら
れ
て
い
る
と
、

会
議
な
ど
す
る
の
も

楽
し
く
な
り
そ
う

だ
と
思
い
ま
し
た
。

（片
上
）

目
の
前
の
こ
と
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
も
う
！

は
い
、
ピ
ー
ス

の
び
る
要
素
・・・

①
熱
意
（が
ん
ば

る
気
持
ち
）

②
誠
実
さ
（ウ
ソ

を
つ
か
な
い,

相
手
の

気
持
ち
が
わ
か
る
）

③
素
直
な
人
（怒

ら
れ
た
と
き
、
ち
ゃ

ん
と
聞
け
る
人
）

青
野
さ
ん
に
も
、
私
た
ち
と
同
じ
、
今
治
で
の
高
校
時
代
が

あ
り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
１
番
心
に
残
っ
て
い
る
質
問
は
・・
・

Ｑ

社
長
業
と
何
の
両
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ

両
立
と
い
う

言
葉
は
嫌
い
。

家
庭
と
仕
事
と
い
う
の
は
自
分
の
中
で
は
「一
立
」。

自
分
達
も
、
部
活
と
勉
強
や
恋
愛
と
勉
強
を
一
律
に
考
え
て
、

目
の
前
の
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
（
阿
部
）

4
日
間
、
た
く
さ
ん
の
新
し
い
経
験
を
し
た
後
、

改
め
て
青
野
さ
ん
に
会
え
れ
ば
・
・
・

大
切
な
こ
と
・・・

①
何
か
１
つ
目
標
を

定
め
て
、
そ
れ
に
対
し

て
、
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
こ
と
。

②.

自
分
が
決
め
た

こ
と
に
対
し
て
、
言
い

訳
を
し
な
い
こ
と
。

サ
イ
ボ
ウ
ズ
の
五
精
神

とても楽しかったので、
みんな笑顔です。

自
分
に
当
て
は
め
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
阿
部
）

会
う
前
の
イ
メ
ー
ジ
は
・・
・・社
長
さ
ん
＝
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
。

で
も
、
会
っ
た
瞬
間
か
ら
、
や
さ
し
く
て
、
面
白
く
て
・
・・
色
々

と
自
分
の
た
め
に
な
る
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
る
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
勇
気

が
い
る
し
、
難
し
い
で
す
。
ま
ず
は
、
私
た
ち
が
今
や
っ
て
い
る
こ

と
を
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（渡
部
）

（２） 2007.8.6 『ふるさと企業訪問 ～サイボウズ株式会社～』

第２期生



―

大
切
な
こ
と
―

自
分
の
利
益
に
な
る
と
理
解

し
た
あ
と
、
私
欲
を
捨
て
て
前

に
進
む
と
周
り
が
助
け
て
く

れ
る
。

物
事
を
こ
れ
か
ら
取
り
組

む
上
で
、
大
切
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
（阿
部
）

㈱ガイアックス 執行役員 上田浩司さん

㈱ﾃﾞｼﾞｻｰﾁ・ｱﾝﾄﾞ・ｱﾄﾞﾊﾞﾀｲｼﾞﾝｸﾞ

代表取締役 黒越誠治さん

自
分
の
タ
イ
プ
は
「ア
ナ
ラ

イ
ザ
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
で
集
ま
り
話

し
合
っ
て
い
た
が
、
ぼ
く
は
こ

の
三
日
間
は
積
極
的
に
な
ろ

う
と
目
標
を
た
て
ま
し
た
。

今
ま
で
「俺
は
え
え
わ
。
」み

た
い
な
感
じ
が
多
か
っ
た
自

分
だ
っ
た
の
で
、
社
長
さ
ん
に

い
っ
ぱ
い
質
問
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。

『 自 分 を 探 す 』
～渡部佐和子～

『みんなと仲良くなる』
～片上あかね～

『 人 に 学 ぶ 』
～越智 祐弥～

『自分のしたいことを見つける』
～阿部 未来～

『 積 極 的 』
～山本 隆寛～

『目標を見つける』
～德丸 啓介～

こ
の
４
日
間
が
始
ま
る
前
の

私
は
、
「終
わ
っ
た
ら
何
か
プ
ラ

ス
に
な
る
か
な
ぁ
」
っ
て
軽
い
考

え
で
し
た
。

し
か
し
、
社
長
さ
ん
や
大
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
自
分
の
中

で
目
標
と
い
う
形
が
は
っ
き
り

し
て
き
ま
し
た
。
い
つ
の
ま
に
か

達
成
し
て
い
た
気
が
・・
・。

漠
然
と
し
た
夢
は
あ
る
け
ど
、

ま
だ
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
が

見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

社
長
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
参
考
に
し
て
、

見
つ
け
て
い
き
た
い
。

今
回
の
私
の
目
標
は
「人
に

学
ぶ
」こ
と
。

未
知
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
、

新
し
い
先
生
に
、
新
し
い
仲
間

に
出
会
っ
て
、
あ
り
き
た
り
な

日
常
に
何
か
新
た
な
風
を
吹

か
せ
る
よ
う
な
刺
激
が
ほ
し
い
。

学
校
で
は
味
わ
え
な
い
現
代

社
会
に
即
し
た
お
話
を
伺
い
、

社
会
の
実
情
を
目
に
焼
き
付

け
、
よ
り
現
実
味
を
帯
び
た
志

を
胸
に
今
治
に
帰
っ
て
き
た
い
。

大
学
生
の
人
と
の
最
初
の
交

流
で
自
分
の
タ
イ
プ
別
に
分
か

れ
て
話
し
合
う
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
大
学
生
の
人
達

と
話
し
合
い
を
し
て
い
て
思
っ

た
こ
と
は
、
自
分
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。だ

か
ら
私
は
「自
分
を
探
す
」

と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

目
標
通
り
た
く
さ
ん
自
分
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
人
は
、
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
の

上
田
さ
ん
で
す
。

上
田
さ
ん
の
お
話
の
中
で
何
度
も
「ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
言
葉
が
心
に

残
り
ま
し
た
。
雇
い
た
い
人
は
？
と
い
う
質
問
に
、
「や
る

気
の
あ
る
人
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

☆
Ｍ
ｙ
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
☆

私
の
３
日
間
の
目
標
は
、
「み

ん
な
と
仲
良
く
な
る
」で
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生

の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
り
、

大
学
生
活
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
聞
き
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

ま
た
こ
の
他
に
、
将
来
の
夢

か
、
何
か
目
標
を
３
日
間
で
見

つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

短
い
間
で
こ
の
目
標
は
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
に
目
標
が
で
き
、
目

標
を
持
つ
こ
と
は
い
い
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

そして、私たちは、ベンチャー企業経営者による怒涛のゼミナールへ・・・
様々な経営者の方から自分の生き方・働き方を学びました。

自分はどんなタイプなのか？・・・ワークショップ後、この３日間で何を得たいか、目標を発表しました。

や
は
り
何
事
も
や
る
気
と
い

う
も
の
は
大
切
な
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
夢
を
見
つ
け
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
と

い
う
質
問
に
は
「行
動
を
起
こ

す
・な
ん
で
も
な
い
こ
と
か
ら
始

め
る
・本
を
た
く
さ
ん
読
む
」
と

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
え
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

（
片
上
）

2007.8.7～8.9 『東京ベンチャー留学』（３） ｂy

ふるさと今治出身の社長さんお二人からの温かい激励を受けた翌日からは、全国から熱い心を
持った大学生が集まり行われる、ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ主催「東京ベンチャー留学」に参加しました。

第２期生

●
ど
う
す
れ
ば
人
が
成
長
す
る
か
？

能
力 

当
事
者
意
識 

ま
わ
り
の
助
け

●
当
事
者
意
識
に
つ
い
て

人
数
が
多
け
れ
ば
低
く
な
る
。
人
数
が
少
な
け
れ
ば
高
く
な

る
。
当
事
者
意
識
に
は
、
良
い
当
事
者
意
識
と
悪
い
当
事
者
意

識
が
あ
る
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
、
よ
い
当
事
者
意
識
を
自
然
に
持
て
る
の

か
？
①
信
じ
る
こ
と
、
②
セ
ル
（
１
人
で
す
る
こ
と
）
、
③
ジ
ャ
ッ

ジ
、
こ
の
３
つ
が
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

良

→
ま
わ
り
が
助
け
た
く
な
る
。

「Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ａ
ｎ
ｄ
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
」

悪

→
ま
わ
り
が
足
を
引
っ
ぱ
り
た
く
な
る

「Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ａ
ｎ
ｄ
Ｔ
ａ
ｋ
ｅ
」

私
が
最
も
心
に
残
っ
て
い
る
お
話
を
し
て
く
れ
た
の
が
、

デ
ジ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
の
黒
越
さ
ん
で
す
。



『東京ベンチャー留学』
２０期生５０名の集合写真

最
終
日
に
面
接
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
ど
う
だ
っ
た
か
？
力

に
な
っ
た
か
？
こ
れ
か
ら
の
目
標
な

ど
親
切
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

話
し
て
い
る
と
ぼ
く
は
か
な
り
今

回
の
経
験
は
力
に
な
っ
た
な
と
実
感

し
ま
し
た
。

越智 祐弥
今治西高等学校
３年

阿部 未来
今治東中等教育学校
４年

高
校
ベ
ン
チ
ャ
ー
留
学
・
・・本
当
に
た
く
さ

ん
の
人
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
大
学
生
と
会
っ
た
時
、
焦
り
と
不

安
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
達
を
大
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
優
し
く
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
、
焦
り
も
不
安
も
解
消
さ
れ
１

日
目
よ
り
２
日
目
、
２
日
目
よ
り
３
日

目
・
・・
と
、
だ
ん
だ
ん
打
ち
解
け
て
い
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

頼
り
に
な
る
仲
間
が
全
国
に
・
・
・

み
ん
な
の
こ
と
、
絶
対
忘
れ
な
い

涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

班
ご
と
に
発
表
の
準
備
を
し
て
い

た
時
、
時
間
の
都
合
で
私
達
高
校
生

は
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
に
出
て
最
後
の
挨
拶
を
し
て
い

た
時
み
ん
な
泣
き
そ
う
で
声
が
震
え

て
い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
班
の
人
達
と
一
緒
に
発

表
し
た
か
っ
た
気
持
ち
や
、
離
れ
る

の
が
悲
し
い
気
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
気

持
ち
が
挨
拶
を
し
て
い
て
込
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。
女
子
は
み
ん
な
泣
い

て
い
ま
し
た
。

挨
拶
が
終
わ
っ
て
み
ん
な
で
集
合

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

何
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
？

行
く
前
と
は

違
う
、
は
っ
き

り
と
し
た
考
え

が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
頑

張
ら
な
い
と
、

と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

（
山
本
）

社
長
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く

れ
る
人
。
私
達
高
校
生
に
話
を
合
わ
せ
て

く
れ
る
人
。
い
ろ
ん
な
大
学
生
と
交
流
す
る

中
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
４
日
間
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
、
す
ご
く
有
意
義
で
し
た
。

ま
た
、
私
達
高
校
生
６
人
が
集
ま
っ
て
数

週
間
・
・
・。
３
泊
４
日
、
同
じ
部
屋
で
寝
て
、

一
緒
に
風
呂
に
入
っ
て
、
夜
遅
く
ま
で
話
し

た
り
疲
れ
て
す
ぐ
寝
た
時
も
あ
っ
た
・
・・初

め
て
会
っ
た
時
に
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い

打
ち
解
け
と
て
も
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
な
に
か
大
切
な
財
産

を
手
に
入
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
（德
丸
）

集
合
写
真
を
撮

る
時
は
笑
顔
を

作
っ
た
け
ど
涙
は

と
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
の
高
校
ベ
ン

チ
ャ
ー
留
学
で
た

く
さ
ん
の
仲
間

が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
（
渡
部
）

山本 隆寛
今治東中等教育学校
５年

渡部 佐和子
今治明徳高等学校
矢田分校１年

德丸 啓介
今治明徳高等学校
矢田分校１年

片上 あかね
今治明徳高等学校
矢田分校１年

た
っ
た
４
日
間
。
だ
け
ど
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
中
身

の
濃
い
４
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

沢
山
の
お
話
の
中
で
最
も
心
に

残
っ
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
『
夢
を
見
つ
け
る
た
め

に
は
ま
ず
行
動
を
お
こ
す
。
』
と

い
う
言
葉
で
す
。

夢
や
目
標
が
な
い
私
に
は
行
動

力
が
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
ふ
う
に
参
加
し
な
か
っ

た
ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

沢
山
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「高
校
ベ
ン
チ
ャ
ー
留
学
？
な
ん

か
お
も
し
ろ
そ
う
や
な
ぁ
」
っ
て
、

軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
自
身
と
て
も
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
の
勉
強
に
は
な
い
、
生
き
て

い
く
う
え
で
の
大
切
な
こ
と
を
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
将
来
に

向
か
っ
て
、
こ
の
４
日
間
の
体
験

を
活
か
し
深
く
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

私
に
と
っ
て
こ
の
夏
一
番
の
思

い
出
が
高
校
ベ
ン
チ
ャ
ー
留
学
で

す
。社

長
さ
ん
や
大
学
生
か
ら
学

ん
だ
こ
と
は
絶
対
忘
れ
ら
れ
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。

毎
日
を
楽
し
く
な
ん
と
な
く

生
き
よ
う
っ
て
い
う
の
は
東
京
に

行
く
前
の
私
。
で
も
今
は
毎
日

を
意
味
の
あ
る
も
の
に
し
て
目

標
を
持
っ
て
過
ご
そ
う
と
思
っ
て

ま
す
。

そ
う
過
ご
さ
な
い
と
も
っ
た
い

な
い
！
「夢
」
に
向
か
っ
て
今
日
も

一
日
を
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
で
出
会
っ
た
方
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
ひ
た
走
っ
て

い
た
。

だ
か
ら
、
周
り
に
染
ま
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
方
で
発
し
て
い
た
と
思
う
。

ま
る
で
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
！
―

本
当
に
色
鮮
や
か
で
、
し
っ
か

り
と
自
己
を
際
だ
た
せ
て
―

で
は
、
私
は
ど
う
だ
ろ
う
。
自

分
の
色
を
、
自
己
を
持
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
私
は
ま
だ
自
分

の
夢
を
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
確

固
た
る
自
己
を
持
っ
て
い
な
い
。

今
回
の
体
験
を
機
に
、
自
己

の
確
立
を
目
指
し
、
１
日
１
日

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

社
長
さ
ん
の
話
は
、
全
部
は
理

解
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
け
れ

ど
、
す
ご
く
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
！
！

同
じ
班
の
大
学
生
に
、
「は
じ

め
て
会
っ
た
と
き
と
い
い
意
味
で

変
わ
っ
た
ね
！
」
と
最
後
の
日
に

言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

４
日
間
、
と
て
も
充
実
し
て
楽

し
か
っ
た
で
す
！
！

こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
留
学
を
経
験
し
、

ぼ
く
は
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸

命
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

積
極
的
と
い
う
こ
と
は
四
日

間
で
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

四
日
間
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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